
表題：
プルトニウムの代謝に関する研究

Studies on the Metabolism of Plutonium

副題：
胎盤及び哺乳を通してのマウス胎児及び新生児への239Puの移行

Transfer of 239Pu to Mouse Embryos and Newborns via Placenta and Lactation
著者名：
茨城　一郎＊1，千葉　二郎＊2，東京　三郎＊2，†
Ichiro IBARAKI＊1，Jiro CHIBA＊1  and Saburo TOKYO＊2，†
責任著者（corresponding author）：茨城　一郎（ibaraki@jaea.go.jp）
研究機関名及び所在地など：
*1　（国研）日本原子力研究開発機構○○センター；茨城県那珂郡東海村白方白根2-4（〒319－1195）

○○ Center，Japan Atomic Energy Agency；2－4 Sirakata - Sirane Tokai‐mura，Naka-gun，Ibaraki 319-1195, Japan.
*2　（国研）量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所；千葉県千葉市穴川4－9－1（〒263－8555）

National Institute of Radiological Sciences, National Institutes for Quantum and Radiological Science and Technology；4－9－1，Anagawa，Chiba‐Shi，Chiba 263-8555，Japan.
†　現所属：東京大学大学院○○研究科○○専攻；東京都文京区弥生 2－11－16　（〒113－0032）

Present Address：Department of ○○, School of ○○, The University of Tokyo；2－11－16，Yayoi， Bunkyo-ku，Tokyo 113-0032，Japan
KEY WORDS：Plutonium，Metabolism，Transfer，△△，△△，△△，△△，△△，△△，△△
（原著論文，ノート，解説，資料及びレポートの場合。英単語もしくは英語句で10語程度）

英文要旨：原著論文，ノート，解説，資料，及びレポートには，200words程度の英文要旨をつける。
例）The MOX fuel fabrication facility and the spent fuel reprocessing plant are operated at JNC Tokai Works. At these facilities, a large amount of plutonium, uranium and fission products are processed. Radiation monitoring has been performed extensively to protect workers from an excessive exposure. Internal monitoring has been taken into consideration for workers engaged plutonium process. In the case of an incident involving air contamination or body surface contamination, nasal smear sampling is carried out.

目次：解説など必要な場合のみ。（原則なし）
Ⅰ　緒　論

Ａ４サイズに上下左右余白を3cm以上取り，行数を35行程度とする。参考文献および引用文献は片括弧で示す1)。連続する場合は次のように示す2-6)。
Ⅱ　理　論

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○の説明を，Fig. 1に示す。○○○について，Fig. 2-1及びFig.2-2に示した。
Ⅲ　実　　験　←（章）

1．実験方法　　←（節）

　（1）装置　←（項）

（ⅰ）○○○

（a）○○○○パラメータを，Table 1に示す。○○○○○○○○○○○○○○○○○についてはTable 2の値を用いることとし，○○○○○。
○○○○については，（1）式で示される。
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ここで，
A：放射能

Y0：初期濃度

・・・

である。

なお本実験は、保健物理大学倫理委員会によって承認された研究計画（承認番号；H-0001）に基づいて行われた。
Ⅳ　結果と考察
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○の反応を伴う。

2ICl+H2 → 2HCl+I2
フォントは明朝体，字のサイズは10.5ポイントを標準とする。
Ⅴ　結　論
原稿はPDFファイルあるいはWordファイルで作成することとし，必要書類をそろえ，Eメール添付にて編集事務局（hobutsu@capj.or.jp）へ送付のこと。ただし，著作権譲渡証については紙に自筆で署名したものをスキャンして添付ファイルとして送信すること。
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図の説明（figure captions）
Fig. 1 Gamma-ray energy spectrum at the measurement position
Fig. 2 ○○○○○
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Fig.1 Gamma-ray energy spectrum at the measurement position
なお，”1/6ページ相当”のように，大きさを指定することが望ましい。
図表は，１ページにつき1個を掲載すること。特に，解像度が低い場合には刷り上りの図が見づらくなるため，留意すること。
図ファイルは，eps，gif，jpeg，bmpなど汎用フォーマットとし，印刷時に明瞭となるよう画素数に留意すること。
Table 1 Parameters used in the calculation. Each table is to be provided on a separate sheet of paper that is in the size as that utilized for the manuscript
	T
	α
	β

	1.0
	3.14
	2.72

	0.5
	6.02
	9.8
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